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	勉強のプロが子供達の”なぜ”に答えて、数学・英語の考え方をしっかり教える、少人数制の学習塾。一人一人の理解と進度に合わせた授業です。入試のスタートは夏休み。来年の春に笑えるようにしっかりスタートしましょうです。高校・大学受験、内申アップを全力で応援します。
	みなさん、しっかり勉強して社会で認められる実力を身につけて下さい。2021年度から新指導要領が全面実施されて全教科とも学習内容が難しくなりました。より考える力が求められます。しかし、心配はありません。正しい勉強方法を身につければ、考える力はしっかり身につきます。Let’s start now!
	いくら時間をかけても勉強方法が間違っていては実力は向上しません。Dr.竹中英数塾は問題の解き方だけを教える塾ではありません。各教科を勉強する上での心構えから教えます。当塾で正しい勉強方法を身に付けて下さい。
	英語の勉強方法：
	四技能（読む・聞く・書く・話す）が盛んに強調されていますが、英語力の基本は読解力です。読解力がなければ、聞く、話す、書く、を習得するのは困難です。読解力の基本は語彙と文法。文法力は練習問題だけでは身につきません。実際の長文を読む中で構文を理解して正確に読むことを通じて使える文法力を身に付けて下さい。語彙は単語帳で覚えるだけでなく、長文読解を通じて単語帳では分からない生きたニュアンスを掴んで下さい。
	数学の勉強方法：
	数学は思考力を鍛える科目です。解法を考え抜くことが数学力を身につける基本です。正解する以上にどのように考えたかが重要です。答えさえ合えばいいという姿勢では数学力は身につきません。基本事項を覚えたら、活用力を身につけるために、分からない問題は分かるまでたとえ3日以上かかろうとも自分で考えることに挑戦してください。また、問題を解くときは計算のメモ書きだけではだめです。式や考え方を整理して書く練習をしましょう。
	Dr.竹中英数塾の特徴
	・原則６人までの少人数、博士（工学）の塾長が責任指導。
	・英語は長文、数学は演習を中心に自分で考える力を養成。
	・オンライン授業対応。
	・家庭学習もオンラインでサポート。

